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研究成果の概要（和文）：アフリカにおいて、観光は最も急速に成長している産業であり、経済発展だけでな
く、エンパワーメントや文化保全、環境保護などにも貢献すると期待されてきた。本研究では、アフリカ各地の
住民参加型のエコツーリズムや民族文化観光をフイールドワークに基づいて検討した結果、観光は地域の問題解
決に部分的に貢献しているが、観光客を受け入れる少数民族の側からみれば「万能薬」とはいいがたいことが明
らかになった。むしろ少数民族は、主体的に観光に接続・離脱・再接続をする柔軟なかかわり方を維持すること
によって、観光をいわば「都合よく」使い、生活を構築していることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In Africa, tourism is one of the fastest growing markets, and, there are 
high expectations that tourism can contribute not only to economic development, but also to empower 
marginalized populations, to preserve their cultural heritage and to conserve the environment.　This
 research project, based on multiple years of ethnographic research, analyzes cases of 
community-based eco- and cultural-tourism that span East, Central and Southern Africa. In all cases,
 it is shown that while the tourism can help address some of the local challenges, from the vantage 
point of African participants, tourism might not be considered a panacea. African participants make 
pragmatic choices in respect to tourism, opting to move in and out of the sector based on their 
perceptions of the opportunities tourism gives. There is a marked degree of flexibility and fluidity
 in Africans’ tourism participation in all the case studies, and this is mostly the result of 
individuals’ agency.

研究分野： 地域研究
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１．研究開始当初の背景 
アフリカ観光は、従来、欧米の富裕層を対象

に多国籍企業が管理運営する「サファリ（野生動
物の鑑賞）」に限定されており、地域住民は「野
生」の一部として動物と同様に鑑賞の対象となっ
たり、逆に観光用に囲われた「自然」から排除さ
れたりしてきた。また、雇用機会を得たとしても低
賃金の労働部門に限られてきた。しかし近年、
外国資本によるマス・ツーリズムが地域住民に経
済的利益を創出せず、資本の流出や自然環境
の破壊などの負の影響を及ぼしていることに批
判が強まると、エコツーリズムやエスニック・ツー
リズムといった新たな観光形態を求める動きが急
速に広まった。すなわち、地域にとって搾取と破
壊をもたらしてきた観光が、支援と保護をめざす
ものへと思想上の大転換をとげたのである。この
ことが、遠隔地に住み、資本をもたない少数民
族（マイノリティ）が観光に主体的に関与すること
を可能にした。これまで政治・経済的に主流の
活動から排除されてきた少数民族は、それが故
に維持されてきた彼らの文化や居住域周辺の自
然を観光資源としてとらえなおし、住民参加型観
光（コミュニティ・ベイスド・ツーリズム）の主体的
な担い手として期待されるようになった。 

住民参加型観光は国家経済の成長を推進す
る産業としてだけでなく、少数民族の貧困削減
やエンパワーメント、国内の不平等を解消、自然
資源や文化遺産の持続的な保全という多様な
役割を担う、いわば「万能薬」とみなされている。
一方で、研究代表者らは、これまでの調査の過
程で、少数民族が暮らす地域で展開される住民
参加型の観光業が、民族間関係や自然利用の
方法に多大な影響を与え、複雑な問題を生じさ
せていることも、見聞きしてきた。多国籍企業や
政府観光局主導のトップダウン型「住民参加」に
よって、かえって少数民族の主体性が奪われる
側面がある一方で、各地の少数民族がこれらの
企業や政府組織を介することで、他民族との新
たな関係や、超地域的なネットワークの形成など
も見られる。 

こうした現場の複雑なダイナミズムは、住民参
加型観光を「万能薬」ととらえたり、その効果を
「成功／失敗」の二元論で議論してきた従来の
アプローチでは決して把握できない。住民参加
型観光が一枚岩の「住民」によってではなく、立
場や目的の異なる多様なアクターによって成立
しているという事実への着目が欠かせないといえ
る。これまでの観光研究においてはアフリカを対
象とした研究の蓄積は非常にうすく（Kasfir 1999, 
Bruner 2005）、とくに住民参加型観光に関する
現場のスピーディな動きや地域社会に与えるイ
ンパクトに関する実証的研究はほとんどなされて
こなかった。また観光する「外部者（ゲスト）」と観
光される「地域住民（ホスト）」という二分法的な
枠組みを前提に議論されてきた「観光のまなざ
し論」（アーリ 1989）や「文化の客体化論」（太田
1993）ではも、住民参加型観光にかかわる極め
て多様な諸アクターの複雑なダイナミズムは充
分に把握されてこなかった。 
  

２．研究の目的 
こうした背景をふまえて、本研究は、地域社会

の持続的開発のための「万能薬」として急速に
普及している住民参加型観光が、アフリカ各地
の少数民族の直面する問題解決にいかに寄与
し、一方で新たな問題を生じさせているのかを、
地域間比較によって解明する。具体的には、文
化/自然が観光資源化される過程とそこにかか
わる多種多様のアクター間の関係を分析し、住
民参加型観光の複雑で重層的なダイナミズムを
明らかにする。また少数民族が、観光以外の生
業・経済活動や地域開発プロジェクトなどとの関
係のなかで、いかに社会を再編しているのかに
着目することによって、観光業からの離脱・再接
続さえも可能な弾力性のある「住民参加型観光」
の新たなあり方を提唱することを目指す。 

 
３．研究の方法 

進展段階の異なる 7 つ少数民族の住民参加
型観光を主たる調査対象として、①各調査地に
おける現地調査②複数調査地の調査結果・先
行研究・統計文書資料など組み合わせた分析
③研究会や公開シンポジウムにおける知見の統
合と議論を実施した。具体的には、ケニア、タン
ザニア、エチオピア、ガボン、ボツワナの 5 つの
国における少数民族居住地において、文化/自
然の観光資源化の過程と諸アクターの関係、観
光と観光以外の生業や開発プロジェクトなどとの
関係の解明を共通の調査項目とし、研究期間中
にも進行する観光業の新展開をとらえた。 

また研究代表者が主導し、国内外で定期的
に研究会やシンポジウムを開催し、個別地域の
詳細な資料の比較検討、国家レベルの政策や
産業動向および、地域や国家を超えたグローバ
ルな観光ネットワークに関する資料と統合して分
析した。これによってアフリカの住民参加型開発
の全体像を把握が可能となった。またこれらの
機会には、日本を含めた、アフリカ以外の地域
における住民参加型観光に詳しい研究者や現
場の専門家も招聘し、多角的にアフリカの観光
現象の特殊性についても検討した。 

 
４．研究成果 

本研究の研究成果は、研究代表者と分担者
による個々の学会報告や論文として発表された
だけでなく、全体としてまとめて、アフリカ学会で
フォーラムの開催、南アフリカの観光教育施設
における国際シンポジウムの開催、また学術誌
「アフリカ研究」の特集号というかたちで公開され
た。 

これらにおいて、本研究では一貫して、研究
対象となったいずれの地域において、現在どの
ような観光が展開され、そこに暮らす人びとの
「生活の場」とどのような形で、どの程度結び付
いているのかを明らかにすることに力がいれられ
た。そして、そのうえで、各地域の人びとが観光
に対してどのような態度や行動、戦略をとってい
るのかが検討された。 

その結果、アフリカ各地の観光は、地域や事
例ごとに、観光地としての発展度合いや観光形



態、住民／地域に影響を及ぼす主体ないし制
度が異なり、極めて多様なかたちで営まれてい
るが、とくに地域住民の観光への関わりのあり方
は、観光対象の違いにより異同があることが明ら
かになった。今日のアフリカにおける地域住民
の観光とのかかわり方は、次の二つに大別され
た。一つは、住民自身やその文化が観光対象と
なるものであり、もう一つは、主たる観光対象とし
て野生動物や自然景観などがあり、住民はその
管理や資源提供に関わるものである。前者は、
民族観光 (エスニック・ツーリズム) と呼ばれるこ
とが多いが、本特集では、住民自身が、観光対
象を「文化 (カルチャー) 」と認識していることか
ら、「民族文化観光」という表現することもできる。
後者の場合は、エコツーリズムというかたちで住
民がガイド役を担うばかりでなく、土地資源など
を提供することで観光に関わるケースもある。い
ずれの場合も、住民が観光業の運営や企画に
関与しており、彼らにとって観光はまずなにより
も生計維持活動の一部として位置づけられてい
るが、観光との関わり方の違いが、それぞれの
地域で異なる展開を生んでいることにも注目し
た。 

観光対象については、「アフリカの自然」とし
て知られる野生動物や景観、あるいは「エキゾチ
ックな文化」、さらには近年の注目の高い「社会
問題」など、個々の事例で異なっているが、観光
対象がいずれも典型的な「アフリカイメージ」と重
なるという点では、共通性が現れた。観光客が
期待する均質化された「アフリカイメージ」を提供
するために、地域住民が繰り広げる工夫の一方
で、それが生み出す齟齬や葛藤も大きなもので
あった。   

また多くの事例研究を統合した結果、アフリカ
の住民参加型観光について明らかになったの
は、辺境の少数民族であればなおさら、近年、
その生活域で観光が活発化し、彼らの生活の一
部として観光、あるいは観光への期待が組み込
まれていることであった。観光は、もはや限られ
た有名な「観光地」だけでなく、それを含むアフリ
カのありとあらゆるところで見られる現象となって
おり、そこへの地域住民の参入も、かつてに比
べてはるかに容易くなっている。少数民族は、大
きな犠牲を払ったり特別な準備をしたりすること
なく、むしろ日常生活の延長線上で観光へと関
わり始めていることが解明された。 

一方で、彼らは、いとも簡単に、そして頻繁に
観光から離脱する。もともとアフリカの観光業は、
頻発するテロや内戦、先進国の経済不安などの
予測不可能な事態に大きく影響を受けるという
脆弱性をもっている。こうした大局的な状況の変
化に加えて、個人の関心、生活や人間関係の
変化に応じて、多くの人びとが、簡単に観光から
離れて他の生業活動へと身を移し、そしてまた
状況が変われば観光に再接続を試みる。このよ
うな観光との付き合い方は、一方では「持続性の
低さ」として否定的に評価されがちだが、観光の
もつ不安定な側面を考えれば、むしろ生計の安
定に寄与しているともいえる。 

こうした彼らの「軽やか」な観光との付き合い

方は、観光をアフリカの人びとの生活の「一部に
過ぎない」ととらえた本研究のアプローチによっ
て、より鮮明に見えてきたといえる。そしてその
「軽やかさ」は、観光こそが地域住民の問題を解
決する万能薬となるという過度の期待も、地域住
民はグローバルかつ複雑な観光産業とそれに
伴う権力構造のなかで搾取される被害者である
という糾弾とも異なり、むしろそれによって明らか
になるのは、少数民族らの主体的な観光とのか
かわり方である。彼らは、観光のために既存の文
化や知識を積極的に組み替え、それによって観
光業から経済的な成功をおさめるといったような
観光の場に限って見られる主体性をこえ、観光
に接続・離脱・再接続をすることで、観光をいわ
ば「都合よく」使い、生活を構築していた。 

しかしながら一方で、高度に複合的な産業で
ある観光に関わるアクターは多様であり、そのあ
いだには複雑な権力関係がみられる。そのなか
で、少数民族が、とりわけ周辺化された立場に
置かれやすいのは事実である。観光から得られ
る一時的な利益と引き換えに生業基盤を喪失し
たり、あるいは観光に強く依存せざるを得ない状
況が生じれば、彼らが「軽やかさ」を維持すること
は厳しくなるだろう。本研究では、観光に対する
主体性が、常に崩壊の危険性を孕んでいること、
地域によってはそれが実際に進行していることも
示唆された。 
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